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S − 454 ポ ス ター
日産 婦誌 48巻臨時増刊

P − 221　　 ラ ッ ト胎 児 の 臍動 ・静脈内皮細胞に

お け るス トレス フ ァ イバー動態

P − 222　　　 マ ウ ス 胎生期 に おける LIM ホ メ オ

ボ ッ ク ス 遺伝了・の 発現
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、山 下和雄
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、荒 木　勤
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L目的 」 ラ ッ ト臍 動
・静脈 内皮細胞におけ る形

態変化、お よびス トレス フ ァ イ バ …
（SF ：細

胞　某質問結合装置）の 発現を成長に伴う張力、

血 圧 、血流な ど の機械的刺激の 観点か ら、主 に

流体力学 的手法 によっ て検 討 した。　 L方法」 ラ ヅ

ト （Wistar−lmamichi）臍動 ・静脈 の 全載標本

を使用 し、内皮細胞の SF をRllc）dimnii’ie−

phailoidin染色 にて 観察 した。また SF 発現に

対 する機械的刺激 の 影響を調 べ る ため （1）血

管長、　 （2）血管内径拡張度 （血管幅測定装置）、

（3）血流速度 （10MHz 双方向［血流計） の測

定 を行 っ た D　 ［成績」胎令 14日の 内皮細胞は臍

動
・静脈 とも に比較的丸み を帯びて い る が、い

ずれも胎令 t6目よ り細長くな り SF が発現 し始

めた。臍静脈で は分娩直前の 22 日 まで 細胞伸長

と SF 増加が認め られた の に対 し、臍動脈で は

胎令 20 日以 降 SF は減 少 し、細胞形 は太 く短 く

な っ て い っ た、、血管長は胎令 15日よ り臍動 ・静

脈 とも急速 に長くな り、胎令18日まで 高い 伸長

率 （35％）を示す こ とか ら SF 発現に は内皮細

胞 へ の 伸展刺激 の 関 与 も考 え られた． ．一
方 、臍

動 ・静脈 内径の 拍動 に伴う拡 張度 は各胎令 とも

3％ 未満 と非常に 少な い こ と か ら、 SF 発現 に

1∩1圧 が関 与す る 可能性は低い と思わ れる 、，また、

  血流 速度 は胎令15 日か ら18 日 に急速に増加

し、  半径も こ の 間直線的に増加 して お り、 

と  よ り求めたず り速度 （≒ず り応力 ：内皮を

剥離 する 力） も胎令 15日か ら18日で 急 増す る

パ タ
ー

ンを示 し た、，　［結論］胎児期 の 臍動 ・静

脈内皮細胞に おける細胞変形 と SF 発現に は血

流 によるず り応 力 と成 長に伴う伸展 刺激が複雑

に関 与 して い る もの と思 われ る．

［H 的 ］我 々 は 、マ ウス cDNA ラ イ ブ ラ リ
ー

よ り新 し い ク ラス の ホ メ オボ ッ ク ス 遺伝 了
一LIM の

うち の
一

つ Lhx1 （Liml ）を ク ロ ーニ ン グ した 。

今 回 は 、Lhxl の臓 器別 発現分 布お よび マ ウ ス 胎

生期 に お け る発 現 の パ タ
ー

ン の 解 析 し、 Lhx1 の

機能 、特 に分化、増殖 にお け る役割 を検討 した。

［方法］マ ウス 各臓器お よび、E85 〜15，5 マ ウ ス

胎仔 か らRNA を抽 出 し 、ノ
ー

ザ ン プ ロ ッ トに よ

り発現時期お よ び臓器 の 特 異性 を調 べ た 。 ま た 、
マ ウ ス 胎 仔E75 〜155 を用 い 、ジ ゴ ギ シ ゲ ニ ン 標

識 RNA プ ロ ー
ブ に よ る whole 　 mount 　 in　 situ

hybridization法 お よび 、ア イ ソ ト
ー一

プ標識RNA プ

ロ ー
ブ に よ る組織切片 ヒで の 　in　 situ 　 hybridi−

zation 法 に よ り、時間的 、 空問的に 発現 の パ タ
ー

ン．を解析 した 。

［成績］ノ ーザ ン プ ロ ッ トで は 、脳お よび 腎に

Lhxl の 発 現 を認め 、眼球及 び精 巣 に も微量な が

らLhxl の RNA が検 出 され た 。
　 Lhx1 は 、　 E7．5か ら

rl1 胚葉 に 検 出 さ れ 、 胎仔 の 前後軸 方向に広 が り

つ つ 、集束 し、 中腎 ・中腎 管 に
一

致 し た 発 現 を

示 した 。 E10．5よ りは 、中枢神経 系 、 特 に 中 脳 ・

後脳 ・脊髄へ の 発現が加 わ っ た 。 Ell ．5か らは 、

後 腎の 尿管芽お よ び周 囲間葉組織 に 一
過性 に発

現 し 、腎 の 発 達に つ れ て そ の 発 現 の 増加 をみ た 。

また 、EH ．5 よ り大脳半球前方部分 と間脳 で の 発

現 も加 わ っ た 。

［結論］Lhxl は 、嚢胚期 に於け る 中胚 葉の 形成 、

中枢神経系 及 び尿 路 ・生 殖 器形成 の 初期 に 関与

す る可能性 を初め て明 らか に した 。
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